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広葉樹林およびスギ林内および樹冠部での放射性セシウムの大気浮遊濃度の変化
Atmospheric radioactive cesium in the broad-leaf and Japanese cedar forest and canopy
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2011年 3月の福島第 1原子力発電所の事故に伴い、環境中に放出された放射性核種は、地表だけでなく植生の表面に
も付着した。特にスギなど常緑針葉樹林は、当時も葉をつけていたことから多くの放射性セシウム等を付着させている
ことが報告されている。この放射性セシウム等が、植生から環境中に再放出され拡散していく経路の一つとして大気中
への放出がある。植生から大気中への放射性セシウムの放出についてのモデル化をめざし、放出量とその変化を明らか
にする目的で、広葉混合樹林、スギ若齢林での調査を行った。

2011年 7月より川俣町山木屋地区での 2カ所の林地調査地点、スギ若齢林と広葉樹混合林）で継続して林床部および
樹冠部での単位体積大気中の放射性セシウムによる放射能（以下、大気放射能濃度）を観測している。林床には、ハイ
ボリュームエアサンプラーにインパクタを装着したものを設置し、大気放射能濃度を、エアロゾルの粒径別に測定する
とともに、林内に建てたタワー最上部にローボリュームエアサンプラーを設置し樹冠部での大気放射性核種による放射
能濃度を測定した。また自動気象ステーションを設置し、風向風速や降水量も測定している。

2011年 9月以降は、広葉樹混合林およびスギ若齢林ともに林床部での大気中のセシウム-137による放射能濃度が、樹
冠部に比べ 2倍程度高くなっている。これは林内では大気中のセシウム-137による放射能濃度に高度方向の勾配が存在
し、林内で放射性セシウムが大気に放出されていることを示している。樹冠部と林床部での放射能濃度比が広葉樹混合林
内とスギ若齢林でほぼ同じことは林内での再飛散フラックスが両者であまり違いがないことを示唆している。但し、土
壌の放射性セシウム存在量はスギ若齢林付近では広葉樹混合林付近の 2/3程度であるにもかかわらず、林床での大気中の
放射性セシウムによる放射能濃度がスギ若齢林で同程度かむしろより高い傾向にあることは、スギ若齢林内での放射性
セシウムの再飛散放出係数（再飛散放出係数×地表セシウム存在量が再飛散による放出フラックスになる）がより高い
こと、あるいはスギ植物体表面からの放出や林内雨が植物体表面で跳散し粒子化するなどの過程が寄与している可能性
を示しており、今後より詳細な解析を行い検討する必要がある。
裸地における大気中のセシウム-137による放射能濃度と畑地、スギ若齢林樹冠部、広葉樹混合林樹冠部での濃度を比

較すると、裸地と畑地では比較的よい正相関を示し、濃度比は地表セシウム存在量の比（約 1.5）とほぼ一致しているの
で、土壌から大気への放射性セシウムの再飛散放出係数は両地点でほぼ一致していることを示している。それに対し、ス
ギ若齢林樹冠部および広葉樹混合林樹冠部での濃度は、平均的には裸地と同程度であるもののばらつきが大きい。また、
林床部での濃度はさらに 2倍程度高いことになる。これに加え、地表セシウム存在量が、広葉樹混合林では小学校グラ
ウンドと同程度と思われ、またスギ若齢林では 2/3程度と低いことを考え合わせると、林内での放射性セシウムの再飛散
フラックスおよび再飛散放出係数が有意に裸地や畑地より高い可能性を示している。但し、この濃度差が林内からその
外への拡散が小さいためである可能性もあり、今後ばらつきの原因と合わせ検討し講演会時に報告したい。
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